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1. はじめに 

毎年 1 月頃になるとカイロを利用する

機会が増える。しかし、いざカイロの袋を

開けて取り出しても温かくなるまでの時

間が長く感じていることより、私達はよ

り早くカイロが熱くなるにはどの様にす

ればいいのかを考えることとした。 

 

2. 目的 

カイロの温度を早く上昇させるために

カイロの中身を食塩からアスコルビン酸

に変える。食塩は鉄粉が酸化する速度を

速める働きがあるのに対し、アスコルビ

ン酸は還元剤として働く。アスコルビン

酸は自体も酸化するので酸素を集める上

に自身の酸化熱によってもカイロの温度

を上昇する事を助けると考える。 

 

3. 方法 

自身で手作りカイロを作る。 

１：ポリ袋の中に鉄粉、活性炭、アスコル

ビン酸を入れる。（アスコルビン酸は

10mmの水に溶かす） 

２：それぞれ濃度 0，5，10，15，20，25％

に分けて実験する。 

３：濃度と温度との関係性を確認する。 

 

 

4. 結果 

 

5. 考察 

アスコルビン酸は還元剤として利用さ

れていることが分かっている。よって、今

回の実験で分かった温度はもしかしたら

アスコルビン酸の酸化熱のみの変化の可

能性がある。よって考えられる温度変化

は下図のようになると予想する。 

 
6.今後の展望 

アスコルビン酸の発熱＋鉄粉の酸化熱

の関係を調べたい。また、アスコルビン

酸を加えたことによってカイロ内にどの

ような変化が起きたのかを調べたい。 
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濃度（%) 温度変化（℃） 所要時間

ナシ 28.1⇒28.0 変化ナシ

5 28.1⇒40.5 8:25

10 28.1⇒40.0 10:40

15 28.1⇒41.1 6:45

20 28.1⇒43.0 5:19

25 28.1⇒40.0 4:32
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